
○

保
険
業
法
施
行
規
則
第
六
十
九
条
第
七
項
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
積
立
て
及
び
取
崩
し
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
件
（
平
成
十
年
六
月
大
蔵
省
告
示
第

二
百
三
十
一
号
）

改

正

案

現

行

（
定
義
）

（
定
義
）

第
一
条

こ
の
告
示
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に

第
一
条

こ
の
告
示
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
〜
九

（
略
）

一
〜
九

（
略
）

十

最
低
保
証
に
係
る
収
支
残

特
別
勘
定
を
設
け
た
保
険
契
約
で
あ
っ
て
、
保
険

（
新
設
）

金
、
返
戻
金
そ
の
他
の
給
付
金
（
以
下
「
保
険
金
等
」
と
い
う
。
）
の
額
を
最
低

保
証
す
る
保
険
契
約
に
つ
い
て
、
最
低
保
証
に
係
る
保
険
料
か
ら
最
低
保
証
に
係

る
保
険
金
等
を
控
除
し
た
額
を
い
う
。

（
保
険
リ
ス
ク
に
備
え
る
危
険
準
備
金
の
積
立
基
準
）

（
保
険
リ
ス
ク
に
備
え
る
危
険
準
備
金
の
積
立
基
準
）

第
二
条

保
険
業
法
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
六
十
九
条
第
六
項
第

第
二
条

保
険
業
法
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
六
十
九
条
第
六
項
第

一
号
及
び
第
百
五
十
条
第
六
項
第
一
号
に
掲
げ
る
危
険
準
備
金
（
以
下
「
危
険
準
備

一
号
及
び
第
百
五
十
条
第
六
項
第
一
号
に
掲
げ
る
危
険
準
備
金
（
以
下
「
危
険
準
備

金
Ⅰ
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
リ
ス
ク
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に

金
Ⅰ
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
リ
ス
ク
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に

掲
げ
る
合
計
額
以
上
を
積
み
立
て
る
も
の
と
す
る
。

掲
げ
る
合
計
額
以
上
を
積
み
立
て
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

生
存
保
障
リ
ス
ク

当
該
事
業
年
度
末
の
個
人
年
金
に
係
る
責
任
準
備
金
（
支

三

生
存
保
障
リ
ス
ク

当
該
事
業
年
度
末
の
個
人
年
金
に
係
る
責
任
準
備
金
の
金

払
開
始
の
日
以
後
一
定
期
間
（
有
期
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

額
が
前
事
業
年
度
末
よ
り
増
加
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
増
加
金
額
に
千
分

（参考４）
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て
「
支
払
期
間
」
と
い
う
。
）
年
金
と
し
て
支
払
う
こ
と
を
約
し
た
保
険
契
約
で

の
十
を
乗
じ
て
得
た
金
額

、
被
保
険
者
が
そ
の
支
払
期
間
内
に
死
亡
し
た
場
合
に
、
当
該
被
保
険
者
が
生
存

し
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
支
払
わ
れ
た
年
金
に
つ
い
て
、
そ
の
死
亡
後
に
お
い
て

も
そ
の
支
払
期
間
の
終
了
の
日
ま
で
そ
の
支
払
を
継
続
す
る
こ
と
又
は
一
時
金
と

し
て
支
払
う
こ
と
を
約
し
た
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
確
定
年
金
契
約
」

と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
確
定
年
金
契
約
以
外
の
保
険
契
約
に
契
約
内
容
を
変
更

で
き
な
い
も
の
に
係
る
責
任
準
備
金
を
除
く
。
第
四
条
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。

）
の
金
額
が
前
事
業
年
度
末
よ
り
増
加
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
増
加
金
額

に
千
分
の
十
を
乗
じ
て
得
た
額

四
〜
六

（
略
）

四
〜
六

（
略
）

（
最
低
保
証
リ
ス
ク
に
備
え
る
危
険
準
備
金
の
積
立
基
準
）

（
新
設
）

第
三
条
の
二

規
則
第
六
十
九
条
第
六
項
第
三
号
及
び
第
百
五
十
条
第
六
項
第
三
号
に

掲
げ
る
危
険
準
備
金
（
以
下
「
危
険
準
備
金
Ⅲ
」
と
い
う
。
）
は
、
最
低
保
証
に
係

る
収
支
残
の
金
額
以
上
を
積
み
立
て
る
も
の
と
す
る
。

（
危
険
準
備
金
Ⅲ
の
積
立
限
度
）

(

新
設
）

第
五
条
の
二

危
険
準
備
金
Ⅲ
の
積
立
て
は
、
特
別
勘
定
を
設
け
た
保
険
契
約
の
う
ち

、
保
険
金
等
の
額
を
最
低
保
証
す
る
保
険
契
約
に
係
る
責
任
準
備
金
の
金
額
に
百
分

の
六
を
乗
じ
て
得
た
額
を
限
度
と
す
る
。

（
危
険
準
備
金
の
取
崩
基
準
）

（
危
険
準
備
金
の
取
崩
基
準
）

－２－



第
六
条

(

略
）

第
六
条

(

略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

危
険
準
備
金
Ⅲ
は
、
最
低
保
証
に
係
る
収
支
残
が
負
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
収

(

新
設
）

支
残
の
て
ん
補
に
充
て
る
と
き
を
除
く
ほ
か
、
取
り
崩
し
て
は
な
ら
な
い
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
告
示
に

よ
る
改
正
後
の
平
成
十
年
六
月
大
蔵
省
告
示
第
二
百
三
十
一
号
（
以
下
「
新
告
示
」

と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
号
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

２

新
告
示
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
を
限
り
、
危
険
準
備
金
Ⅰ
は
、
危
険
準
備
金
Ⅲ
に
相
当
す
る
も
の
及
び
平
成
八
年

二
月
大
蔵
省
告
示
第
四
十
八
号
第
五
項
第
一
号
に
掲
げ
る
積
立
方
式
及
び
計
算
基
礎

率
に
基
づ
き
計
算
さ
れ
た
額
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
金
額

を
限
度
に
取
り
崩
す
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
の
規
定
に
基
づ
き
取
り
崩
し
た
も
の
は
、
そ
の
前
提
と
な
る
危
険
の
水
準
に

応
じ
、
危
険
準
備
金
Ⅲ
又
は
保
険
料
積
立
金
に
積
み
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

－３－


